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変わりゆく少量多品種のモノづくり変わりゆく少量多品種のモノづくり

２０１８年

８/３１金金
横浜市神奈川区金港町３-１コンカード横浜６階

会場：ホール６Ｇ会場：ホール６Ｇ

１３：００～１７：００
※１７時半以降は懇親会を予定しています。※１７時半以降は懇親会を予定しています。

※懇親会不参加の場合、参加費は減額となります。お申込時にご連絡下さい。※懇親会不参加の場合、参加費は減額となります。お申込時にご連絡下さい。

１名 :１０，０００円 （税込）

コンソーシアム内容コンソーシアム内容

開 催 概 要開 催 概 要

日本の産業用電源メーカの在り方と今後日本の産業用電源メーカの在り方と今後

産業用電源コンソーシアム第２回

人 工 知 能 の 基 礎 と 応 用 事 例

「３つの誤解」が品質を壊す ～効率化ツールは薬か？毒か？～

少量多品種製品のＷＥＢ商社の役割と今後電子部品商社の方向性

協 賛主 催

13:05～13:5013:05～13:50

13:55 ～14:4013:55 ～14:40

15:00 ～15:4515:00 ～15:45

15:50 ～16:3515:50 ～16:35

第 １ 部第 １ 部

第 ２ 部第 ２ 部

第 ３ 部第 ３ 部

第 ４ 部第 ４ 部

16:40 ～17:0016:40 ～17:00

総 括総 括

少量多品種化が進む製造業のビジネスモデル
ＷＥＢ活用により設計～ものづくりの最適化

Q u a d c e p t 株式会社 代表取締役  加藤　昌宏講師

講師

講師

講師

福井大学 大学院工学研究科 情報・メディア工学専攻 講師　 長谷川　達人

Mou s e r  E l e c t r o n i c s  V i c e  P r e s i d e n t , M o u s e r  J a p a n GK  代表　勝田 治

オムロン オートモーティブエレクトロニクス株式会社　大元　靖理

「３つの誤解」が品質を壊す ～効率化ツールは薬か？毒か？～

講師

ストラテック株式会社 代表取締役　宇崎　勝 

場 所場 所

時 間時 間

参加費
（懇親会費込）

参加費
（懇親会費込）

下記メールアドレス まで
お名前、会社名、人数をご連絡下さい。
office@powerele-academy .co . jp

パワーエレクトロニクスの教育、セミナー情報、受託評価な ど、お気軽にご相談ください。

〒６３６－０３４１ 奈良県磯城郡田原本町薬王寺３１６－１

 ０７４４－３３－９８００  o f f i c e @ p o w e r e l e - a c a d e m y . c o . j pTEL Email

日本　　　　 の電源業界でも大量生産から少量多品種へモノづくりへと時代は変革し、現場の新製品開発サイクル

も短縮を余儀なくされています。しかし、近年、中国を初めアジア各国の躍進は目覚ましく、これらに対応す

る“ヒト”や“もの”の“人財”は充分とは言えない状況です。「海外勢の追従を許さないスピード」×「技術」

を差別化のキーワードに、電源事業のカタチをさらに模索していく必要があります。さらに、近年におけるＡ

Ｉの技術革新、ＩＴ化の波があり、電源企業の開発や生産、購買、運営に対して既に広がりを見せてきています。

“経営資源不足の中で少量多品種の生産の維持はどうすべきか？”、“人財不足の中での電源開発はどうすべき

か？”、“ＡＩの登場で電源開発はどのように変化するのだろうか？”これらの課題を無視することはできない

状況になってきています。

　そこで当該コンソーシアムでは“人財不足”の中で少量多品種製品をタイムリーに製品化する方策、それと

は別に、電源開発におけるＡＩ活用法の例も取り上げ、電源業界の新しい開発手法について情報発信の場を提

供いたします。


